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特集

ワークショップ

はじめ に

近畿病院図書室協議会第８３回研修会

「図書室業務 はじめの第一歩」

このワークショップでは、図書室での業務

経験の浅い人の参加が予想されましたし、ま

た、テーマも特定されたものではなかった。

そこで病院図書室担当者の作業や役割および

業務の基本を学ぶ方法について参加者に紹介

することを目的とした。

２

病院図書室チェックシート

表 １

病院図會童のためのチゞツクシート

図書室における各種サービスや仕事を理解

してもらうために、表１，２のようなチェッ

クシートを作成した。作業などはできるだけ

具体的行動に関連させて、その実施の有無を

問う形式にした。当日は司会者の経験談を交

えながら、チェックシートの各項目について

説明を加えた。参加者が、今後実行できそう

なことをこの中からいくつか見つけてくれた

ものと期待している。

サ ー ビ ス 編

［
■ｔ ｆｔ ｎ

］

０１． 資 料 は貸 出 をし て いま す か

０２． ｉｓ 当ｔ 不 在畔 や 岬 関外 で も ．利 用 者が 資料 を 判用 で き る体 町と なっ て い ます か

Ｑ３． 肩 會 がａ 率的 に 利 用さ れ る ため に ，Ｘ 出予 約 のサ ー ビ スをし て い ます か

０４． 皿 書 の効 率的 な 利 用の た めに ．貸出 原ｉａが 切 れ た資 料 を定 期的 に・ ａ し てい ます か

０５． 業 務 上． 利 用者 が 手元 に 不可 欠 な資 料 など は ，長ｎ 貸ａ をし て い ます か

「

Ｍｔ ｆｉ 麹の 提供｜
｜

０６．新 堰 本 を利 用 者に 案内 し て いま す か

０７．鐘 紡 の特 集 妃 事を 利用 者 に 腿介 し てい ます か

Ｍ ．鍵 紡 の 目次 複 写（ コン テ ン ツ シー ト） サ ービ ス を提 供 して い ます か

０９．所 蔵 資 料が 客 魯にＫ Ｂ で き るよ う ，Ｂ Ｓ 顛（ ま たは チ ー タベ ー ス） をｔ 卿し て い ます か

匝 亘 ］

０１０．図 書 室 にな いヌ 皿 は ．外 部 から 友 享≪：ど を入 乎し て 提 供し て い ます か

ＳＩ】．図 書ａ ｍ の 相互 Ｂ 力に 闘 す る講 會 をう け たこ と があ りｔ す か

ｉ！ｉ２．他 のＢ 書館 の所 ● ●誌 を｜諏 ぺる｜□｜録慰｜が 蔚つ｜て い まけ｜か

ｇｉ３ 他Ｂ 會 輿か らの 相 互利 用 申 込ｔｓ け 付け てい ま すか

ＤＭ ．他ｎ ＜≫所 蔵 ≫ｔ？本 を 鯛ぺ る 資料 （ Ｂ皿 ・Ｍ ＣＳＩＳ・ＩＨなど ）が あ りま す か

ｇｉｓ．文 献 の 書誌 事項 を ）ＩＳ す る 資料 （ 目録 ・ＫｔＣＳＩＳ・ｎ など ）が あＩ ｔ す か

戸 二 司

３１９．Ｉｔ科 ・ 情轄 に つい て 判Ｊ

３１７．灰 色 文 猷の 入 手ル ー ト１

；１Ｓ． 辞 書・ 事八 ・ 統計・ ’

芦 ７ 司

０１９．Ｉｔ科 ・ 情轄 に つい て 利用 會が 気● に 相誤 でｔ る よ う な応 対 ●し てい ま すか

０１７．灰 色 文 猷の 入 手ル ー トに 昶 す る知 輿 があ り ます か

ｏｉｓ．辞 書 ・ 事八 ・ 統計・ ’ハン ｒブ ッ ク など の ●考 図 書 鎖を 整備 し てい ま すか

ｏｉｇ． 文献 検 索を す るた め のＣ Ｄ －Ｒ Ｏ Ｍ や二 次 資 料を 飼 えて い ます か

１）２０．ｎ 用 ≪ に ．文 献 検案 方 法の 徊 導や 検 索の サ ポ ート をし て い ます か

０２１． 輯 賊検 負が 容 薦に で 奢 ない 利 用 會や 多忙 な 利 用者 の ため に ，検 芦 代斤 をし て い まｒ か

Ｃ２２．Ｃ Ｄ － ＲＯ Ｍ や索 引ｎ で は入 手 でき ないｆｔｎ を． オ ン ライ ンや イ ン ター ネｙ ト で 入手

でｔ ｔ す か

０２３． 役 立つ 情ｎ 入 手ル ー ト （ ホー ム ペー ジ・ 他嵐 般な ど ） を ．ｍ 用ｔ に麗 介し て い ます か

「謡 司
ＱＺ・． 國 書室 利用 の てぴ ｔ ｛ パ ンフ レ ｖ ｈ顛 ｝ がめ り ます か

０２５． ｍ入 廿 員に は ，図 魯禽 の オリ ェ ンチ ー シＩ ン をし て い ます か

＜？ ．・ 皿 會室ｆｃ’よ り” 只 行 し たり ，肌 内 報 を判 用し て ．図 書室 サ ービ スのＩ’．Ｋ ． に

舅 め てい ます か

０７７． サ ービ ス や資 料 のｐ ． Ｒ ．に 罵 示板 な ど を有 助 に利 用し て い ます か

卜 司
ＯＺＳ．全 槌 員が サー ビ ス対 象 香 です か

０２３ もサ ービ ス を して い ます か
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表 ２

病眺図書 室の ための チｒｃＶク シート －ＯＳ］書寞遭富縞

『 芦 ‾［

０１．ｍｉｔｔ 代 表ｔ 国 書室・ 自 會で 構成 す る費 輿 ●が ゐ り ます か

０２．委 輿＊ 友 釣が あ り ．定・ 的 Ｋ．闘彊 さｔ＼．てい ます か

≪ ．費 員 ●は ．職 員 の柵 報 ニー ズ や図 會 室 の膳ｎ に つ い て客 膳し てい ま す か

０４．皿 贋會は ，● 書 室皿ｎ を 評飼・ 植肘 で きる 資 丼を 憐 員● に 睡出し て い ます か

呵 ‾｜

ＯＳ． 腐 敗の 且Ｓ 状況 やど の よ うに し て揖 會 富予 算 決め ら れ るか知 つ てい ま すか

・ ． 間 會童 の年 配腿 資 を・ ・ し てい ます か

０７．資料 購 入だ け でな く ．

ｇｉ≪．仕 ≫ をす
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も 掩佩 され てい ま すか

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ■ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ■ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ■ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ■ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥＳ・ＮＯ

ＹＥ Ｓ ・Ｎ Ｏ

－９４

ＯＳ．椚用 の ない 雛魯 は 輿 暁を 中 止す るな ど ．組 費 心 の 抑飼 に舅 め てい ます か ．

［ Ξ ］

０９． 皿盲 管 堰や 餌 書室 伶 業の ため の 呻蜀 が 確 佩さ れ てい ま すか

０１０． ｍａ 會 ■≫ーｔｒスの た めの 時間 が 棺保 さ れ てい ま すか

ｏｉｌ ．箆 沓會 を曾 ●・・ 菅す る 責任 ≪ （上 ｎ ） は明ｉｉ と なっ てい ます か

ｏｉ： ．風 袁會 の累 務ｎ 甘 が でＣ るよ う ，上 司 に は定 期 的 に■Ｓ 報會 をし てい ま すか

「 」 ‾｜

Ｃ１３．拉 冑ｔ は 皿書 室サ ー ビ ス・ 罵言 の ため の 吝 輿教 育 をう け てい ます か

ます か

０１５．仕 事に 関 して 佃 輿 でき るＳｔｌｌや 仲 間 がい ま すか

し て ，仕 事に 各 員な 知 輿 や技 帽の 向 上に 舅 めて いま す か

「」司
資 料 の取 容 スペ ー スは ゐり ま すか

資 料 を閲 覧で き る スペ ー スが があ り ま すか

限 ａ 奢の 作業 ス ペ ース がゐ り ます か

禽 内 は明 るく 、入 り や すい 霖 耳気 と な つて い ま すか

賃 冑Ｂ Ｕ や 機魯巳 Ｕ な どの サ イン が め りま す か

ピ デ オヂ ｙ キな ど 挑ｓ 覧 資再 を桝 用 で 奢る 殴 伺 がゐ りま す か

ｏｎ ． 資料 の 歓事 取爾 が めり ます か

０２４． 文猷 検県 な どの ＣＤ －ＲＯ Ｍ 輿Ｓ を 翻 ）Ｓ でき る 鮫帰 がｈ り ます か

０２５． イン タ ーネ タ（■・ オン ラ イン な ど情 報 検 索や 呵 皿只ａ がで きる 設 伺が ゐり ます か

ｇｚｓ． 農 ●曾弓 用 パソ コ ンや フ ァ ック スな ど ． 作業 の 合理 化 を図 る鮫 帰 がゐ り ます か

［ そ ］

ｇｎ ．ｎ 料は 分服 法に 従 っ て分 皿 され てい ます か

０２１ ．ｎ 料の 取 輿方叶 や ・` 佩 存Ｓ 準な ど が定 め ら れて い ます か

ｇ２９．購入 亀 望 調査 の買 施 など 、 収 輿ｎ 料はｎ 用 者の 二－ ズを友 映し て い ます か

０３０．定ｎ 的 な蔵 魯 点検 で 、古 く て 役に た たな い資 料 など を魯 欄か ら外 し てい＊ す か

Ｉ ＢＳ≫ａ

匹 ］

０３１．ネ ット ワ ーク 活皿 に 積 僅的 に 参加 し て ．活 励に 脇力し て いま す か



３．図書室業務の勉強方法

業務の基本を学ぶのに適する図書として、

近畿病院図書室協議会（以下、協議会）が編

集した『病院図書室マニュアルー医学資料の

整理と利用』を紹介した。発行が１９８４年で、

改定版がでていないので、 ＣＤ－ＲＯＭでの文献

検索・インターネットあるいはパソコンでの

蔵書管理などのニューメディアに関する項目

が少ない。しかし 業務に関する基本的な考

え方には現在も共通するものが多く、担当者

として一度は目を通していただきたい一冊で

ある。最新情報や実践的なことに関する情報

の人手方法としては、協議会発行の雑誌『病

院図書室』の利用を薦め、非会員でも購読会

員となれることを伝えた。

また、協議会が定期的に開催する研修会に、

初心者はとくに参加することが大切であるこ

とを強調した。相互利用に関する基本マナー

を知らないままに文献依頼をして他図書室に

迷惑をかけているケースもあるため、初心者

研修会への参加を促した。この他、司書資格

取得のための通信教育や夜間講座についても

言及した。

４． ヒ ュー マン ・リ ソー スの 活用

担当者一人というヶ－スが多い病院図書室

では、院内には業務の指導者がいない。そこ

－ ９５－

病院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎｏ．３，１９９７

で、日頃から他院の図書室担当者と交流をも

ち、相談したり情報人手ができるルートをつ

くることの重要性を述べ、協議会には経験豊

かな先輩が大勢いるので、気軽に相談するよ

う薦めた。ただし、多忙な相手への配慮が大

切であること、一方的に情報をもらうばかり

でなく、入手情報をどう活用したかについて

報告したり、自分より経験の浅い人には情報

を提供していくなど、ｇｉｖｅａｎｄｔａｋｅ の関係

が大切であることを強調した。

５

ま とめ

医療保険の改正などで病院財政が一段と厳

しくなっているが、一方では医療の質を高め

ることが求められている。図書室は、患者治

療や職員の継続教育に必要な情報を提供する

ことで病院の質を高めるのに貢献している。

図書室が正常に機能できるよう適正な人員配

置や担当者の教育機会の確保に、病院管理者

の一層の理解を期待したい。しかし、何より

大切なのは担当者自身が、図書室の目的や役

割について自覚することだろう。利用者の情

報ニーズを的確に把握し、サービスに反映さ

せる努力が求められる。機能的な図書室を造

るために、はじめの第一歩といわず、第二歩

も第三歩も踏み出していただけるのを期待し

ている。

（文責：木下久美子・山室真知子）




